
 
  

鹿児島大学教育学部附属小学校では，環境目標や環境行動計画に基づき，地球大好き委

員会が中心となって学校版環境 ISO に取り組んでいます。全校での活動を充実したものに

するために，具体的な数値を用いることで，取組の現状や成果を学校全体で共有できるよ

うに工夫しています。 

１ 節電・節ガスの取組 

節電・節ガスに向けて教児一体となっ

て取り組むことができるようにするため

に，環境行動チェックシートを作成し（表

１），毎週の取組状況を振り返りながら，

環境行動目標の実現に向けて共通実践し

ています。 

  これらの取組により，特に，エアコンで

使用しているガスの使用量が前年度に比 

べて約 21％減少しました（図１）。 

 

２ 節水の取組 

委員会活動の時間に，地球大好

き委員会が，学校で設定した「附

属小学校環境方針」を基に，学期

の目標や具体的な取組について話

し合っています（写真１）。 

話合い後は，各学級の手洗い場 

の近くに「附属小学校環境方針」を掲示し（図２），学校全体で歯磨きやおぼん洗いに使

う水の量を減らそうとする意識をもつことができるようにしました。 

 

３ ごみの量を削減する取組 

    ごみの量を昨年度より削減できるようにするために，地球

大好き委員会が中心となって古紙の分別を呼びかけたり，古

紙を回収してリサイクルに出したりしています（写真２）。 

これらの取組を続けることで，燃やせるごみとしての紙ご

みの量を減らすことができました。 

 

４ 物を大切に取り扱う取組 

  持ち物の記名の仕方について「所持品の記名方法の仕

方」を基に，具体的な記名の仕方について全学級で継続

的に指導を行っています（図３）。これにより，全学年で

記名する習慣が身に付き，落とし物の量を減らすことが

できました。 

表１ 環境行動チェックシート 

図１ ９月のガス使用量の推移 

図２ 附属小学校環境方針 写真１ 委員会活動での話合い 

写真２ 古紙回収の様子 

図３ 所持品の記名方法の仕方 
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